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研究テーマ ｜超伝導横出器の偏光・無偏光電渡特性を同時に測定する較正装置の開発研究

電波天体の偏光特性は非常に魅力的な観測テーマである。→般に天体の偏光強度

は無偏光強度と比較して桁違いに小さいが、近年の超｛云導横出器技術の発展によ

り、その精密観測が実現司能になりつつある。そして、高感度な横出器の性能を発

揮するには、それに男合う高精度の較正技術が必須となる。特に、無偏光信号から

偏光信号へのクロストークによって肝J~＼の偏光信号が埋もれてしまっては観測が台
無しになるため、その理解が重要となる。

本研究は、偏光応答性とクロストークを較正する装置の開発研究を行つだ。観測

環境の熱負荷（5 Kの無偏光黒体放射源〉のもとで、黒体偏光（強度0.2Klの偏光角

を回転蛮調しながら放射する較正装置を開発した。希釈冷凍機のサンプルステージ

直下に取り｛寸けた冷却試験を行い、較正装置の機能力t全で動作する状態で超伝導横

出器を0.1 Kに冷却することに成功した（論文1参照〉 。現在、国立天文台にて製

作された超伝導積出器アレイ〈話作晶なので9素子の小型アレイ？を使い偏光信号応

答性を確認した。 MKID様出器で、このような黒体偏光を確認した例はおそらく世界

ではじめてである。

一方、当初の到達目標は、偏光信号確認に加えて、無偏光信号を少し（偏光信号

研究実績 ｜より十分に小さい程度〉混ぜて、無偏光→偏光のクロストークの見積りをおこなう

ことであった。しかしながら、当初の想定の＋倍以上もの無偏光信号が混ざり込ん

でしまい、この評価を十分に行うことが出来なかった。これを改善することが今後

の課題の一つである。
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本研究で開発した装置を使って、実際の観測環境を模隠した放射負荷下での偏光特

性ができるようになった。今後は、開発した様出器の応答性を評価していく。評価

研究の活用 ｜は5日サイクルで行えるので、横出器開発（特に、アンテナデザインや超伝導デパ

イスプロセスの条件だし等〉にクイックなフィ ードパックをかけていくことが期待

される。
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